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1， Theorie und Praxis im Denken Hegels， 1965. 
2， Zu皿 Verhaltnisvon Ontologie und politischer Theorie bei Hobbes， 1968. 
3， Wandlungen des Generationsproblems， 1969. 
4， Studicn zu Hcgcls Rcchtsphilosophie， 1969. (清水正徳・山本道雄訳『へーゲ
ル法哲学ーその成立と構造~ 1976，福村出版〕
5， Dilthey und das Problem der Metaphysik. 1969. 
6， Politik und乱1etaphysikbei Aristoteles， 1969 
7， Burgerliche Gesellschaft und Staat. Grundproblem und Struktur uer Hegel-
:;cherョRechtsphilosophie，1970. 
8， Brecht und die Philosophie， 1970 
9， Positivismuskritik und Historismus， 1971 
10， System und Geschichte. Studien zum historischen Standort von Hegels 
Philosophie， 1973 
11， :v1etaphysik und Metapolitik. Untersuchungen zu Aristoteles und zur poli. 







1， Dialektik in Institution. Uber die historische und systematisch巴 Struktur
(245) 125 
von Hegels Rechtsphilosophie. 9月22日〈水)，同志社大学法学会
2， Moral-und Rech阻norme:rt Zu einigen Grundfragen ù~r Norrnentheorie 
9月25日(土)，関西法理学研究会
3， Erklaren und Verstehen，日月初日〔日)，現代哲学研究会
4， Freiheit und Verantwortung. Zwei Grundbegriffe der Kommunikativen 

















者の白由と献身， 近代哲学では自然。因果律 Kausalitaeder Naturと人間行為市自発
性 Spontaneitatmenschlichen Handelnsとの対概念がそれである。現代では，この対


















陥ってしまう。 この考え方は， H マルグーゼの「偉大なる否定Jだとか， Jハーパー
マスrDf支配からの自由」といコたテーゼに引きつがれている白tある。
このような考え方に立てば，自由の概念は適切に考察できないので， アナ キーな実






概念的な場を移動させることの当否を論じなけばなるまい。こうした議論は， H. Krings 
の著作にみることができる。 グリングスはここで自由の様々な「根拠づけの地ふけを区












































コミュユケイション的自由 KommunikativeFreiheitである。 この自由は， 人格とし
ての人間の自己自身に対する自由な態度に基づいているので，人格的自由 personale
Freiheitと呼ぶことができる。







み合っている領域の自由がある。 それは， 意欲 Wollen と結びついている実践的自由
戸時国cheFreiheitである。 というのも，意欲は法則へと向う面と，法則から離れる
面をもっているからであるロいわば，意欲D超越的法則性 tranzendcntaleGezetzlich-

























































































訪日にあたり，報告テーマ， 1 iローザ新評価D二つの問題j， 2 iローザD組織論の
(251) 131 
観点についてJ. 3 Iローザと中国J. 4 I中国におけるローザ研究の現状J.5 Iロー
ザの民主と民生集中制論J'!:用意してきたが，京都で白討論・交流会では，テーマを特
定せず，中国と日本との#研究者が相買の見解を表明する ζととした。 (1) 現代中国で
ローザを研究する意義はなにか，また，ローザをどのような視角から捉えるのか. (2) 
社会主義社会の建設が終っている中国で，マノレクス・エンゲルスの著作を翻訳し，研究
する意義はどこにかかわるのか. (3) 現在D中国でどこまで社会主義者や思想家の翻訳
や紹介がすすめられているか. (1) ロ』ザにからめて，市民的自由中個人主義をどのよ
うにみるのか. (5) 中ソ対立は解消するか，などいくつかの問題が討議された。
